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授業科目名 日 本 国 憲 法 担当教員 柳井　圭子

開講年次 １年前期 セメスター 1 時間数（単位数） 30（2）
必修選択 選択 授業形態 講義 使用教室

授業の目的 憲法改正が議論される現代、日本国憲法の基本構造、全体像から憲法の姿と本質を理解するとと
もに、法の世界での物事の考え方について学ぶ。

到達目標

１． 基礎的な法知識や法的問題について理解できる。
２． 日本国憲法の人権保障を理解できる。
３． 統治機構について理解できる。
４． 法的なものの考え方を理解できる。
５． 憲法とは何かについて自ら考察することができる。

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

１ 講義ガイダンス　法とは何か
国家と法との関係 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

2 憲法の起源　立憲主義とは　 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

3 日本国憲法の成立過程　 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

4 日本国憲法の最高法規性と平和
的生存権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

5 日本国憲法の基本原理　法の
下の平等 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

6 平和主義 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

7 象徴天皇制と国民主権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

8 人権とは何か、保障と限界 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井
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9 憲法に規定されていない人権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

10 精神的自由権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

11 経済的自由権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

12 社会権 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

13 統治機構（１）権力分立 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

14 統治機構（２）民主主義 講義

（予習）テキストの指示箇所を読み要点
を整理する。

（復習）ニュース、新聞等から講義に
関わる記事を探し講義内容を振り返る。

１時間 柳井

15 課題のフィードバック・総復習
憲法について自ら考察する 講義 これまでの学びを振り返り「憲法」に

ついて自らの考えをまとめる。 １時間 柳井

先行履修
科目

テキスト 西村裕三編：判例で学ぶ日本国憲法（第二版）．有信堂高文社，2016．

参考文献

樋口陽一：五訂憲法入門．勁草書房，2013．
毛利透：グラフィック憲法入門　補訂版．新世社，2016.
長谷部恭男　他：憲法判例百選Ⅰ〔第 6 版〕．有斐閣，2013．
長谷部恭男　他：憲法判例百選Ⅱ〔第 6 版〕．有斐閣，2013．
初宿正典　他：目で見る憲法　第 4 版．有斐閣，2011．

科目の
位置づけ 養護教諭 2 種免許を申請する際に修得すべき科目である。

ディプロマポリシー
との関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力

◎ ○

評価方法 授業時の提出物（40％）と課題レポート（60％）によって評価する。
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